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金融機関４行で「住宅ローン不正利用に関する情報交換協定書」を締結 

～お客さまの大切な住まいと暮らしを守るために～ 
 

 

株式会社 SBI新生銀行（東京都中央区、代表取締役社長 川島 克哉）は、PayPay銀行株式会社（東京都新

宿区、代表取締役社長：谷田 智昭）、au じぶん銀行株式会社（東京都中央区、代表取締役社長：田中 健二）、

株式会社イオン銀行（東京都千代田区、代表取締役兼社長執行役員：木坂 有朗）とともに４行（以下、「協定行」）

で、住宅ローンの不正利用を未然に防止し、お客さまが安心して住宅ローンをご利用いただける環境の確保を目的とし

た「住宅ローン不正利用に関する情報交換協定書」（以下、「本協定」）を締結しましたので、お知らせいたします。 

本協定は、住宅ローンの不正利用を早期に検知し、適切に対処するため、金融機関が相互に連携し、不正に関

与するおそれのある不動産会社等や不正の手口に関する情報※１を、適正に共有する枠組みです。今後、協定行が

検知した住宅ローンの不正利用に関する情報も活用することで対策を一層強化し、お客さまの保護に努めてまいりま

す。 

※１お客さま情報は含まれておりません。 

 

 
 

【お客さまの安全・安心な取引のため協定行が連携】 

本協定に基づき、協定行は、住宅ローンの不正利用への関与が疑われる不動産会社等に関する情報や、不正の

態様・傾向などについて、関係法令を遵守したうえで情報交換を行います。共有される情報は、不正利用の防止とい

う目的に限定し、厳重な管理のもとで取り扱います。 

複数の金融機関が連携することで、単独では検知が難しい不正の兆候を早期に捉え、被害の未然防止につなげる

とともに、お客さまが安心して住宅ローンを利用できる環境を整備してまいります。 

 

SBI 新生銀行グループは、今後もお客さまの安全・安心な取引を最優先に、住宅ローンの不正利用防止に向けた

取組を強化するとともに、今回のような金融機関間の連携を通じて、健全で信頼できる住宅ローン市場の形成に貢献

してまいります。 
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お問い合わせ先 

    SBI新生銀行 サステナビリティ＆コミュニケーション統括部 

報道機関のみなさま SBIShinsei_PR@sbishinseibank.co.jp 

株主・投資家のみなさま SBIShinsei_IR@sbishinseibank.co.jp 
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